
動脈硬化…
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

内
臓
肥
満
の
上
に
脂
質
代
謝
異
常
や

高
血
圧
、
高
血
糖
な
ど
の
諸
症
状
が

一
人
の
患
者
に
同
時
に
起
き
て
い
る

状
態
を
指
し
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
王

先
生
は
、「
確
か
に
メ
タ
ボ
体
質
の
方

は
動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
の
方
は
内
臓
脂

肪
が
過
剰
傾
向
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

分
泌
さ
れ
る
炎
症
物
質
が
血
管
の
内

皮
細
胞
を
傷
つ
け
、
そ
こ
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
動
脈
硬
化
が
進

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
糖

尿
病
が
あ
る
と
血
糖
値
が
上
が
り
、

血
管
は
障
害
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
血
圧
が
高
い
と
血
管
に
か
か
る

圧
力
も
よ
り
強
ま
る
の
で
血
管
の
負

荷
が
増
し
、
こ
れ
も
ま
た
動
脈
硬
化

に
結
び
つ
き
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う

方
も
よ
り
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
」と
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た「
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
は
基
本

的
に
動
脈
硬
化
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

血
管
を
心
臓
や
肺
な
ど
と
同
様
に
1

つ
の
臓
器
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
は

“
血
管
と
い
う
臓
器
の
病
気
”
と
捉

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
話

し
ま
す
。

　

対
策
に
つ
い
て
は
、「
メ
タ
ボ
の

方
は
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
、
血
圧

や
血
糖
値
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
管
理

す
る
と
い
っ
た
予
防
策
が
一
番
大

事
。
通
常
は
食
事
・
運
動
療
法
か
ら

始
め
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
る
と
そ
の

間
に
症
状
が
進
み
や
す
い
た
め
、
進

行
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
薬
物

療
法
も
同
時
に
始
め
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
半
年
ほ
ど
様
子
を
み

て
改
善
傾
向
に
あ
れ
ば
薬
物
療
法
を

中
止
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」と

王
先
生
。

　

動
脈
硬
化
の
早
期
発
見
に
は
、
健

康
診
断
や
メ
タ
ボ
検
診
を
徹
底
し
異

常
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
受
診
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
、「
動
脈
硬
化
の

視
認
に
は
頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど
も
選

択
肢
の
1
つ
」と
の
こ
と
で
す
。

糖尿病治療中ですが、メタボ体質
の人は動脈硬化が進みやすく心
筋梗塞や脳梗塞のリスクも上がる
そうですが本当ですか。［67歳・男性］

メタボ体質の方に気をつけてほしいこととして、王先生は「肥満
になると喉頭部が狭くなるので、睡眠時無呼吸になる方もみら
れます。睡眠中に呼吸が断続的に止まるため、血圧が乱高下
し結果的に動脈硬化につながります。また自覚症状が少ない
まま、ふいに眠気が襲ってくることもあり、ドライバー業務の方
などは危険です。特に太り気味の方は注意してください」と訴
えます。健康を保ちながら仕事に従事できるよう、これからも
睡眠時無呼吸症候群の啓発に力を入れたいとのことです。

メタボの方は睡眠時無呼吸にも要注意TOPIC

メタボの方は、内臓脂肪から分泌される炎症
物質が血管を傷つけ、そこにコレステロール
がたまりやすくなり動脈硬化につながります。
糖尿病があるとそのリスクは高まります。
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ゆったりとした待合スペース。
専用ベッドを備えた超音波検
査装置で心臓、頸動脈、腹部
のエコー診断を行う（右）。


